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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
園
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

H
　
毎
月
…
圓
魯
誌
「
哲
學
研
究
」
を
護
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

国
　
随
時
研
究
愈
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
魯
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
に
賛
助
員
若
千
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
蕪
す
る

一
、
本
會
は
魯
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
墨
校
。
回
書
館
・
其
他
の
圏
膿
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

回
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
國
（
愈
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
愈
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
三
鷹
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
愈
の
決
定
に
よ
る

一「

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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ー
ト
マ
ス
箪
位
一
体
論
に
お
け
る
ー

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
実
体
論
の
問
題
…
闘

　
…
神
の
翻
造
に
お
け
る
そ
の
置
上
…
ー

ブ
ル
ト
マ
ン
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
…
…
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生口

　
最
近
の
諸
物
鰯
の
高
騰
の
た
め
、
次
号
（
四
九
五
号
）
よ
り
、
会
費
｝

ケ
年
分
（
原
則
と
し
て
会
誌
十
二
冊
宛
）
二
四
〇
〇
円
、
育
・
販
定
価
一
部

二
五
〇
円
に
値
上
げ
の
止
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
製
作
費
の
騰
貴
に
加

え
、
郵
送
料
の
負
麹
も
軽
か
ら
ず
、
当
会
の
逮
営
も
】
つ
の
困
難
に
当
葱

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
何
卒
右
の
事
情
御
諒
察
の
上
、
会
費
納
入
等
に
つ

き
ま
し
て
も
一
層
の
御
協
力
を
蜴
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
尚
会
費
は
半
ケ
年
毎
（
…
二
〇
〇
円
）
お
払
い
下
さ
い
ま
し
て
も
結

構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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會
　
　
　
告

　
、
本
會
は
食
員
組
織
と
し
魯
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
愈
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
綴
吉
閏
京
都
大
畢
文

　
學
部
内
京
都
哲
學
欝
（
振
替
口
座
京
都
照
〇
三
九
番
　
京
都

　
哲
冷
感
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
　
、
五
〇
〇
躍
又
は
傘
年

　
七
五
〇
圓
）
を
お
擁
込
下
さ
い

　
又
魯
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
装

　
轡
に
差
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
照
籔
代
官
町
二
　
創
文
砒

　
（
振
替
目
座
東
京
九
二
閥
七
二
番
　
回
文
砒
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
擁
込
下
さ
い
（
一
年
分
又

　
は
牟
年
分
）
、
・
嘗
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
珊
（
又
は
六

珊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
自
費
の
鍵
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し

　
ま
す
一
、
會
員
の
土
居
・
入
塗
下
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
愈
宛
に
御
通
知
的
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
・
薪
刊
書
・
審
賂
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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昭
和
三
十
九
年
十
一
月
三
十
臼
印
刷

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
　
日
蛋
行

饗
行
所

編
集
人

嚢
行
人

印
刷
人

印
励
所

株
式
會
継

東堀堀東久常編京京

1璽舞幽
　　　　宗三印文va　　　　　　學哲
崎　　　es理　　　文

窪刷治袋津三・學
∠　　町　　　部
六所郎二男郎　m會

創
　
　
文
　
　
肚

束
京
都
千
代
田
臨
代
官
町
二

嬢
欝
q
座
東
京
九
二
四
七
二
番

電
誕
　
丸
ノ
内
　
⑤
　
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
目
す
る

件
は
「
創
影
干
」
へ
御
串
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
【

五
〇
國
、
送
料
・
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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